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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氷見市市民部健康課
＊今回の改正
	平成７年４月２日から平成１９年４月１日までの間に生まれた方（特例対象者：日本脳炎ワクチンの差控えの影響を受けた方）

	特例対象者
	現在の接種状況
	接種方法

	第１期
	２０歳未満
	
	

	第２期
	９歳以上２０歳未満
	
	

	注意
＊第２期の接種について
第１期終了後６日以上の間隔をおけば実施できることとしているが、通常、第１期接種の終了後、おおむね５年の間隔をおいて接種するものであり、この間隔を参考にすることが望ましい。
　（接種間隔については、接種医とご相談ください。）
	第１期初回１回のみ受けた方
(残り３回)
	・６日以上の間隔で第１期の不足２回を接種。なお、既に接種済の１回と今回の接種間隔については６日以上の間隔をおくこと。
・第２期は９歳以上で１回接種する。

	
	第１期初回２回目まで受けた方
　　　　　　　　　　(残り２回)
	・６日以上の間隔で第１期の不足１回を接種。なお、既に接種済の２回と今回の接種間隔については６日以上の間隔をおくこと。
・第２期は９歳以上で１回接種する。

	
	第１期追加まで受けた方
　　　　　　　　　　(残り１回)
	・９歳以上で接種。なお、既に接種済の３回と今回の接種間隔については６日以上の間隔をおくこと。

	
	全く受けていない方
　　　　　　　　　　(残り４回)
	・第１期初回とし６日～２８日までの間隔をおいて２回接種
・第１期追加とし第１期の終了後、おおむね１年を経過した時期に１回接種
・第２期は９歳以上で１回接種する。


○以下の方は、お手元にある予診票では接種できませんので、あらかじめ指定医療機関、健康課窓口で新予診票をお受け取りください。
＊１３歳以上の女性の方。（妊娠の可能性の質問の追加のため）	
＊１３歳以上で保護者同伴なし（本人のみ）で接種する方。（予診票の裏面の同意・保護者自書欄が必要）


平成１９年４月２日以降に生まれた方は従来と同じです。
